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（６）株式会社ファミリーマート 

「持続可能な社会に向けて～ＣＳＲ活動」（ヒアリング日：令和３年４月 21 日） 

 

●取組の目的 

地域と加盟店とが、「利便性」に加えて様々な地域社会の課題解決に協力すること

で「心理的な近さ」を感じていただきどこよりも「親しみやすさ」を感じていただけ

ることを目指して、様々なＣＳＲ活動を展開している。 

 

●取組の体制、概要 

地域の事業者である加盟店（コンビニエンスストア）の地域・社会貢献の取組を行

うために、ファミリーマート（管理本部サステナビリティ推進部）が取組をメニュー

化し、加盟店に提案し加盟店と共に取組を行っている。 

 



 

16 
 

●取組事例 

警察からの特殊詐欺被害防止の協力依頼に対し、提供されたポスターの掲示だけに

留まらず、Ｆａｍｉポート（顧客用マルチメディア端末）や加盟店の従業員向けの自

社専用のツールを作成し、より多くの顧客や加盟店の従業員の目に触れるように工夫

している。 

 

加盟店が実際に詐欺被害の防止に貢献した場合、ファミリーマート本部からの表彰

や社長からの感謝状授与を行うなど、加盟店が地域社会に貢献しているという実感を

得られるような取組を行っている。 

 

他の取組事例として「ファミマサークル」では、高齢者ドライバーによる交通事故

や特殊詐欺被害の未然防止等のために、加盟店のイートインスペースを活用して、警

察官による講習会を開催している。 
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●苦労した点、要望事項 

地域の加盟店での講習会の開催にあたり、ファミリーマート本部が地域行政との連

携を行うが、このような取組を行う事業者向けの窓口がなく（見つからず）、行政の

窓口一本化や講師・ガイドがスムーズに手配されると、取組がより推進しやすくな

る。 

 

 

■ ＷＧとしてのまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

  

◎地域の事業者である加盟店（コンビニエンスストア）の地域・社会貢献の取組

を行うために、ファミリーマート（管理本部サステナビリティ推進部）が取組

をメニュー化し、加盟店に提案し加盟店と共に取組を行っている。 

◎警察から提供されたポスターの掲示だけに留まらず、Ｆａｍｉポート（顧客用

マルチメディア端末）や加盟店の従業員向けの自社専用のツールを作成し、よ

り多くの顧客や加盟店の従業員の目に触れるように工夫している。 

◎加盟店のイートインスペースを活用し、警察官による講習会を開催している。 

◎このような取組を行う事業者向けの窓口がなく（見つからず）、行政の窓口一

本化や講師・ガイドがスムーズに手配されると、取組がより推進しやすくな

る。 
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（７）大和リース株式会社 

「地域活性化事業～まちスポ」 （ヒアリング日：令和３年４月 21 日） 

 

●取組の目的 

商業施設（ショッピングセンター）は社会インフラ＝公器であるという認識の下、

単なる買い物の場から地域コミュニティ創出の場とすることを目的に設立。 

 

 

 

●特定非営利活動法人「まちづくりスポット」の運営組織形態 

大和リースが所有し運営する商業施設内に、地域の住民やＮＰＯなどが交流できる

スペースを設け、その交流スペース「まちスポ」を運営するために地域のＮＰＯと協

働で新たなＮＰＯ「まちづくりスポット」を設立。 

商業施設内の交流スペース「まちスポ」を地域の住民やＮＰＯなどに提供するだけ

でなく、新たなＮＰＯ「まちづくりスポット」に大和リースの社員が運営に参画し、

「ヒト・モノ・カネ・情報」の提供も行うことにより、地域の様々な活動に対してス

ピーディーな支援体制を構築している。 
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●「まちスポ」のスキーム 

新たに設立したＮＰＯ「まちづくりスポット」は、地域の商店街、住民、ＮＰＯ、

テナント企業、学校のほか地域行政とも連携し、商業施設内の交流スペースを活用し

た情報発信などの取組をそれぞれと連携して実行している。 

現在、大和リースの全国 11 か所の商業施設で展開・事業化されている。商業施設

に地域コミュニティ創出の場ができることにより、商業施設の魅力アップ（集客力の

向上等）が図られ、商業施設のテナント企業へのアピールにもつながっている。 

 

■ ＷＧとしてのまとめ 

 

 

 

 

 

 

  

◎商業施設内の交流スペース「まちスポ」を地域の住民やＮＰＯなどに提供。 

◎そこを運営するＮＰＯ「まちづくりスポット」に大和リースの社員が運営に

参画し、「ヒト・モノ・カネ・情報」の提供も行うことにより、地域の様々な

活動に対してスピーディーな支援体制を構築。 

◎新たに設立したＮＰＯ「まちづくりスポット」は、地域の商店街、住民、ＮＰ

Ｏ、テナント企業、学校のほか地域行政とも連携。商業施設内の交流スペース

を活用した情報発信などの取組をそれぞれと連携して実行。 

◎全国 11 か所の商業施設で展開・事業化。商業施設に地域コミュニティ創出の

場ができることにより、商業施設の魅力アップ（集客力の向上等）が図ら

れ、商業施設のテナント企業へのアピールにもつながっている。 
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（８）京都信用金庫 

「コミュニティ・バンク」 （ヒアリング日：令和３年５月 27 日） 

 

●「コミュニティ・バンク」がめざす経営姿勢 

顧客志向の経営姿勢を追及する、みんなで寄ってたかってソーシャルな地域をめざ

す、金融サービスを通じて地域社会における「社会的紐帯」や人々の絆を育むことを

基本理念とする、他。 

 

 

 

●金融機関の役割の変化 

金融機関の役割として、決済機能や仲介機能というこれまでの金融機関の役割に加

え、これからの金融機関の役割として課題解決機能が必須。課題解決機能とは、お客

様の事業の課題を解決したり、地域の社会課題を解決する機能。  
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●取組事例 「くらしのマッチング掲示板」 

職員が店頭窓口で顧客から聞いた困りごとや知りたい情報などを顧客の個人情報を

伏せた上で、職員専用のイントラネット掲示板に書き込むと閲覧した別の職員が返答

して、解決策を提供する取組み。令和３年４月の１か月を例にとると、238 件のテー

マに対し、5,343 件の返信があった。 

 

●取組事例 「ビジネスマッチング『ＱＵＥＳＴＩＯＮビル』」 

令和２年 11 月にオープン。ビル丸ごとイノベーションを起こすための創発拠点に

しようという考え方のもと、ビジネスマッチングを会員同士で自由に行うもの。会員

から質問があると、ネットワークと知見を持ったアソシエイトパートナーと協議を

し、48 時間以内に回答するという取組み。48 時間では解決できない質問に対して

は、必要に応じてその質問者も含めてプロジェクト方式で解決をしていく。 

 

■ ＷＧとしてのまとめ 

 

 

 

 

 

 

  

◎「コミュニティ・バンク」として、顧客志向の経営姿勢を追及する、みんなで

ソーシャルな地域をめざす、金融サービスを通じて地域社会における「社会的

紐帯」や人々の絆を育むことなどを理念とした経営姿勢。 

◎金融機関の役割として、決済機能や仲介機能というこれまでの金融機関の役

割に加え、これからの金融機関の役割として課題解決機能が必須。課題解決機

能とは、お客様の事業の課題を解決したり、地域の社会課題を解決する機能。 

◎顧客の悩みや日々の暮らしの困りごとの解決に向け、職員専用のイントラネ

ットを通じて返信する仕組み「くらしのマッチング掲示板」により解決策を提

供。 

◎社会の課題解決の一環として、「ビジネスマッチング」を行う場「ＱＵＥＳＴ

ＩＯＮビル」の運営により会員個々の課題解決に貢献。 

◎経営トップ自らが率先して取組をリードし、実現に向け対話型経営を行って

いる。 
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（９）株式会社高知銀行 

「お客さま（消費者）保護等の取組」 （ヒアリング日：令和３年５月 27 日） 

 

●取組の目的 

独自の「こうぎんＳＤＧｓ」宣言を制定し、地域の持続可能性の向上と経済の活性

化に貢献するため地域との協働を展開していく。 

 

●取組事例 

地域の学校や教育委員会等と共同で子ども向け金融セミナーを開催。 
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認知症の方やその家族が安心して暮らし続けられる地域づくりに貢献するため、新

入行員全員が認知症サポーターとなっている。 

 

 

■ ＷＧとしてのまとめ 

 

 

 

 

 

 

  

◎独自の「こうぎんＳＤＧｓ」宣言を制定し、地域の持続可能性の向上と経済の

活性化に貢献するため地域との協働を展開していく。 

◎地域の学校や教育委員会等と共同で、子ども向け金融セミナーを開催。 

◎認知症の方やその家族が安心して暮らし続けられる地域づくりに貢献するた

め、新入行員全員が認知症サポーターとなっている。 


